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号
証

作成年月日 作成者 立証趣旨 備考

甲
193

「Uncertainty and
Variability」
及び
訳文(抄)

写 2011 アメリカ合衆
国環境保健
局

「ばらつき」と「不確かさ」の違いに
ついて。

甲
194
の1

大飯原発事故に
よる事故後7日間
の被ばく線量の推
定（１００％値）

写 2019.03.17 美浜の会

甲
194
の2

大飯原発事故に
よる事故後7日間
の被ばく線量の推
定（１００％値）

写 2019.03.17 美浜の会

甲
195

動画ファイル
（ファイル名：
20130920nhk.MP
G）

最悪のシナリオを想定した場合に
原子炉容器への注水をあきらめて
しまうことの問題性について、２０１
３年（平成２５年）８月１５日の九州
電力玄海原発３、４号機に関する
審査会合で議論された事実。九州
電力の玄海原発３、４号機で想定
される重大事故に関する対処方針
について、規制委員会側から、炉
内冷却をすぐにあきらめる方式に
対して強い懸念が示された事実。

大飯原発で事故が発生したときの
規制庁の試算に従って、各原告
（ただし、本件提訴後に転居した
原告らについて）がどれだけ被ば
くするかを示す図。規制庁試算の
１００％値の場合を示している。

※既に提出した甲３４の２を補足
するものである。

記録の対象：
ＮＨＫ福岡放送局制作「特報フ
ロンティア」2013年9月20日放送
分（抄）

日時：
2013年9月20日

記録者：
原告ら代理人

標　　　　　　　　目
（原本・写しの別）
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